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1．緒　　　　言
1995年（平成7年）には，65歳以上の老齢人口が
14，5％を占め高齢社会となった。このことは，国
勢調査および人口調査等の統計資料から予測さ
れ，様々な分野で議論されてきた。例えば近藤P
は，人にやさしいモノづくりの発想という観点で，
高齢化社会における具体的な商品開発を提案して
いる。一方衣服分野については，老齢者の衣生活
が如何にあれば映適であり，健康を保持できるか
という問題を家政学的立場から考えることを意図
し，水野上は「老齢期の衣生活」という表題で刊
行している2｝。具体的な研究例として，田中ら3）
は高齢者の着装基準が「個人的服装嗜好」「流行」
「機能性」「社会的服装規範」の4因子構造である
ことを明らかにした。上野射は，「着装行動」を
とおして人間の自律との関わりを解明することが
重要であるとしている。体形変化については岩
崎ら5｝の研究があり，50歳代と70歳代では体格
が異なっていることを明らかにし，60歳～70歳に
老入体形への体格変化が起こるとしている・詠ら
6｝は，高齢者の服装に対する印象を分析し，年
齢の高い方が社会規範を強く意識し没個性的な装
いであるとしている。辻7）は外衣のデザインに
ついて，また北村ら8）は服装色を調査している。
辻9）は高齢者に着用されている寝衣の調査を行
い，70歳以上の人は和服式ねまきの着用率が高い
という結果を得ている。阿部ら1e〕は，被服の管
理面を中心とした調査を行っている。衣服の着脱
に関し，猪又らll｝は袖ロボタンのかけはずしを
検討し，70歳代でボタンかけ動作が変化すると推
測している。また，加齢によりボタンかけ時間が
増加する原因の一つとして，ボタンを固定する動
作が加わるためと考えている。胴部衣服原形およ
び袖原形について，富田ら12），ユ3）岩佐ら14〕の提
案が見られる。渡邊ら15）は，衣服の身体適合に
関する意識を調査し，高齢女性用の既製服におい
て，寸法設定の改善ともに，寸法だけでは表現し
得ない身体形状の情報を設計に導入する必要があ
ることを指摘している。辻ら16）は，高齢者の被
服購入の現状を分析している。その他高齢者の衣
服全般については，戸叶1刊水野上】s，林19〕の報告
が見られる。
このように最近高齢者の衣服に関して，調査・研
究は1980年代に比べ増加しているものの，多くの
問題が山積している。すなわち着装行動と「自
律」との関わり，デザイン色柄や体形に合わない
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既製服が多いといった不満や，今後アパレルメー
カーがどのように対応してY・くのか，問題点は多
くなおかつ広範囲にわたっている。本研究は，新
潟市付近に在住している中箭年女性の衣服に対す
る実態を把握する目的と今後の研究の方向性を見
娼すために簡単なアンケートを実施した。
2．方　　　　法
本報告は，あくまで予備的な調査が目的であるた
め，調査項目は問題点の抽出を中心として項目を
設定し，聞き取り調査を実施した。高齢者とは65
歳以上を指すが，今回は50歳以上と思われる女性
を対象とした。実施時期は，1996年（平成8年）6
月～IO月，新潟市内のA病院に通院している人
（調査A）および1997年（平成9年｝9月一一12月，街
頭を歩行している人（調査B），それぞれ50人に
ついて調査し調査項目は，①年齢②職業③趣味④
嗜好色⑤所持服の色⑥衣服購入時の判断基準⑦購
入場所⑧既製服に対する不満⑨衣服に対して必要
と思うこと⑩衣服に対して日頃感じていることで
ある。年齢構成を表1に示す。
表1年齢構成
年　　齢 調査A（人） 調査B（人） 合計（人）
50　－　59 13 16 29
60　－　69 15 16 31
70　－　79 16 13 29
80　－　89 6 5
?
3．結果および考察
所持服で多い色について，年齢別の順位を示した
のが表2である。色の数は，高年齢になるにつれ
少なくなる傾向にある。黒は50歳代で最も好まれ
るが，60歳以上では中位である。また特徴的な色
は，ベージュであり高年齢になるにしたがい好ま
れる傾向にあり，北村らs）の結果と同様である。
　高齢彰の好む色は，寒色系の青色から暖色系の
ベージュに移行したことが指摘されているS｝。ま
た，オレンジ色が妊まれないとされている。表3
の結果も同様のであ｝）　，特に70歳以上の場合ベー
ジュは1位に出現した。
今回の調査では，無職の人が75人であり，内職を
含む在職者が25入であった。表3に職業の有無と
所持服の色の順位を示したが，特徴的な傾向はみ
られない。衣服の購入場所については，スーパー
が44人，百貨店34人，衣料品店13人，自分で作る
4人，通信販売5人である。スーパーおよび百貨店
で賭入しているが78％である。辻ら9），la｝の報告
によると，65歳以上の女性の場合，寝衣は40．4％，
下着は29．9％，上着ば18．2％の人が小売店で購入
している。本調査結果でも，衣料品店で購入する
人は70歳以上の場合35％であり，古くからの付き
合いを重視している傾向が見られた。
表2 所持服の色の順位と出現率
年　　齢 順位と色 （％）
50歳代
1黒（20．6）　　2青（13，3）　　3勇等（12．6）　　4緑（12．⑪）
Vからし（7．6）　8白｛3．6）　9紺（3。1）　　10薄ピンク
5グレー（8つ）
@紫（2．1）
　6ベージユ（8．2）
ﾁになし（1．5）
60歳代
1茶（19．1）　2グレー（16．8）　3ベージユ（16・6｝
V赤　青（4，6）　8薄ピンク　白（2．2）特になし（2．O）1
4黒（15、1）5からし（1α6） 6緑（6．2）
70歳代
ユ茶（20．8）　2ベージュ（16．9）　3グレー（14．5）
U紫（5．2）　7緑（32）　8えんじ（L6）
魂黒　から し（13．6）5青
?
黄（35）
80歳代 1グレー（322）　2ベージュ（26、7）　3茶（IL1）4黒（10．o）5からし　緑
?
紫（5．0）
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表3　好きな色の順位と出現率
年　　齢 順位と色（％）
50歳代 1黒（194）　2緑（17．5）3紫（9．6）4茶（9」）　5自（緯り　6べ一ジュ　青低5）Vからし　紺（5．3）　8グレー（4．6）　9れんが　クリーム（2．6）特になし（2．6）
60歳代 ユ茶（1iO）2黒　グレー（13．3）3ベージュ（1L6）4紫｛83）　5緑　赤　えんじ　白ｩらし（6の　6朱（33）
70歳代
1ベージユ（18．3）　2黒　赤（16，9）　3紫（10β）　4茶（9．3）　5グレー（丘3）6えんじ｛6．2）　7黄（6」）　8緑（4．7）　9からし（4．5）
80歳代 1ベージュ　グレー　緑（16．7）　2塁　茶　紫（125）3赤（83）　4黄（4．1）
表4　職業の有無と所持服の色の順位
年　　齢 順位と色
　在職
i内職を含む）
1グレー　茶　2黒
ｦんじ　紺黄
3ベージュ 4緑青 5赤 6からし
?
7紫 薄ピンク
無職 1グレー　2ベージュP0薄ピンク　えんじ
　3黒　4茶ｮ 5からし 6緑
7青 8紫 9赤1
表5衣服の購入場所
購i入場所　　　　　50歳代（人） 60歳代（人）　　　　70歳代く人） 80歳代（人）
スーパー 13 13 13 5
百貨店 19 9 3 1
自分で作る 1 2 1 0
通信販売 2 2 1 0
衣料品店 o 0 7 6
また，外出着と普段着のどちらに重点をおいてい
るかという質問には41人が外歯着，29人が普段着
と答えている。ブランド品については、こだわら
ない人が9王人で，こだわる人は9人だけであった。
既製服に対する不満を，コート・上着，中衣，ス
カート・ズボンについて調べた結果が表6である。
コート・上着およびスカート・ズボンについて，
着脱時に何らかの不満を感じている人は約60％で
あり、中衣について53％であった。また，着用時
に何らかの不満を感じている人は，コート・上着
で60％，中衣で44％，スカート・ズボンで33％で
あった。
表6既製服で困っている点
衣　　服 着脱時（人） 着用時b（人）
ボタンが小さい　　　　23 重い　　　　　　　　　29
コート・上着 ファスナーが短い　　　　g きつい　　　　　　　　31
率曲回り力書ノ」、さい　　　　　　　30　．
後ろ開き　　　　　　　　　11 動きにくい　　　　　　　　　　22
ボタンが小さい　　　　　　17 きつい　　　　　　　　22
中衣 ファスナーが短い　　　6
袖回りが小さい　　　　1g
後ろ開き　　　　　　　　　18 きつい　　　　　　　25
スカート・ズボン ボタンカ書小さい　　　　　　　13 重い　　　　　　　　　8
ファスナーが短い　　　　27
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　衣服に対して必要であると思うこと（複数回答）
を，（ア）自己表現，（イ）若心地・荘やすさ，
（ウ）取り級いやすさに分類した。その結果，自
分に似合っている，細く見せるなど（ア）に該当
する項目がユ6％，ゆったりしている，動きやすい，
軽い，前開きなど（イ）に該当する項目が69％，
洗濯しやすい，手入れが簡単，型くずれしないな
ど（ウ）に該当する項目が15％出現した。
　その他衣服に対して感じていることは、
　・明るい色が少ない
　・色数が少ない
　・年寄りくさい色が多い
　・サイズが少ない
　・袖丈が長い
　・袖回りが小さい
　・小さいサイズがない
　・辛今ぐりカ｛きつい
　・デザインが古い
　・高齢者用のブランドがない
　・体形に合うものがない
　．　イf直段力言畜～…石レ1
　・細く見せるものが欲しい
などがあげられている。
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4．ま　と　め
　新潟布付近に在住する中高年婦人の衣服に関す
る調査を行った。その結果，嗜好色，購入場所に
ついて，他の研究結果と同様な傾向にあった。ま
た，衣服に対して感じる項目も，これまでの研究
で明らかにされてきた項目が再現された。したが
って，申高年婦人服に対する問題は，解決されて
いるとは考えられない。多くの問題点があるため，
アパレルメーカーとして消極的であることは予想
されるが，メーカーの協力がなければ改善されな
い。今後，メーカーの意識調査を行う予定である。
　最後に，本調査に御協力いただいた多くの方々，
および聞き取り調査に協力していだだいた，安藤
夏子、河村晶子，海老名由香，坂井香織前川明
子の諸氏に感謝いたします。
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